
～ISOGENⅡを用いた植物からの高分子 RNA および small RNA の単離 ～ 
≪改変プロトコール≫ 

植物からの高分子 RNA、および small RNA を分けて単離する場合、プロトコール通りでは上手く単

離出来ない為、改変プロトコールを用いる必要がある。 
 
サンプル（ホウレン草 100 mg） 
 1 ml ISOGENⅡ 
 ホモジナイゼーション 
 0.4 ml RNase フリー水、15 sec ボルテックス 
 室温 15 分間 放置 
 遠心（12K x g、15 分間） 
上 清（1 ml） 
 500 µl 4 M LiCl 
 -80℃、1 時間 放置 
 遠心（12K x g、15 分間、4℃） 
 
沈 殿 【高分子 RNA の単離】 
 0.4 ml RNase フリー水溶解 
 0.4 ml イソプロパノール、ボルテックス 
 4℃ 30 分間 放置 
 遠心（12K x g、15 分間、4℃） 
沈 殿 
 1 ml 75 %エタノール 
 遠心（12K x g、15 分間、4℃） 
沈 殿 
 風乾 
 0.4 ml RNase フリー水溶解 
 30 µl 3 M 酢酸ナトリウム 
 1 ml エタノール 
 -80℃、1 時間 放置 
 遠心（12K x g、15 分間、4℃） 
沈 殿 
 1 ml 75%エタノール 
 遠心（12K x g、15 分間、4℃） 
沈 殿 
 風乾 
 20 µl TE（pH 8.0） 
高分子 RNA 溶液 
 
 
 
 
 
 

ISOGENⅡの改変プロトコールを用いる事で、植物（ホウレン草）からでも高分子 RNA 及び 
small RNA が抽出できた。 

 OD260/280 濃度（µg/ml） 収量（µg/100 mg） 
高分子 RNA 2.24 511.2 10.22 

Small RNA 2.09 512.4 13.66 

上 清（上清の約 85 ％） 【small RNA の単離】 
 Glycogen 2 µl 
 0.8 倍量 イソプロパノール、転倒混和 
 4℃ 30 分間 放置 
 遠心（12K x g、15 分間、4℃） 
沈 殿 
 1 ml 70 % イソプロパノール 
 遠心（12K x g、3 分間、4℃） 
沈 殿 
 1 ml 70 % イソプロパノール 
 遠心（12K x g、3 分間、4℃） 
沈 殿 
 風乾 
 20 µl TE（pH 8.0） 
small RNA 溶液 

Ｍ ：RNA Ladder 
（Code No.311-06261） 

① ：高分子 RNA 
② ：small RNA 

 
1% Agarose S 
(ホルムアルデヒド変性ゲル) 
アプライ量：2 μg 

M ① ②  


